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3.3 付着藻類調査結果の概要 

付着藻類調査結果の詳細は、資料編の付着藻類調査結果のとおりである。それをもとに各地点の水質

階級について汚濁指数（DAIpo）を用いた水質判定を行うと、表 3-3-1 のようになる。表 3-3-1 には、参

考として BOD 値をあわせて整理した。また、付着藻類による水質汚濁地図は、図 3-3-1 のとおりである。 

各水系の汚濁階級をみると、黒瀬川水系は地点 4、地点 5、地点 9がβ貧腐水性（βo）の“きれいな

水”、地点 2、地点 8、地点 10、地点 11がα貧腐水性（αo）の“ややきれいな水”であったが、地点 1、

地点 3、地点 6 がβ中腐水性（βm）の“きたない水”で、地点 7 がα中腐水性（αm）の“とてもきた

ない水”であった。 

沼田川水系、太田川水系、瀬野川水系、三津大川水系の各地点は、極貧腐水性（x）～β貧腐水性（β

o）～α貧腐水性（αo）の“きれいな水” ～“ややきれいな水”であった。 

 

表 3-3-1  付着藻類による水質判定結果 
 

水 系 地 点 
BOD（mg/L） DAIpo 値及び 

汚濁階級※3 
主要出現種※4 最大値※1 平均値※1 11 月※2 

(H28-30) (H28-30) (R2) 

黒瀬川 1）黒瀬川下流 10.0  5.7  4.8  37.6  （βm） Navicula minima（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

2）和泉橋上流 13.0  3.5  2.5  51.6  （αo） Navicula minima（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

3）呉・黒瀬境界 6.6  2.1  2.8  37.5  （βm） Navicula minima（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

4）竹保川 3.4  1.4  0.8  75.7  （βo） Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

5）光路川 7.3  2.2  1.7  74.3  （βo） Navicula minima（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

6）笹野川 7.4  2.2  0.9  47.7  （βm） Hippodonta pseudacceptata 

（ｳﾏﾉﾊｹｲｿｳ） 

7）石ヶ瀬橋上流 6.2  3.2  3.0  21.5  （αm） Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

8）中川 16.0  3.0  1.6  64.6  （αo） Planothidium lanceolatum（ﾌﾄｽｼﾞ

ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ） 

9）深堂川 5.9  3.2  2.2  83.0  （βo） Achnanthidium subhudsonis 

（ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ） 

10）米満川上流 3.4  1.4  0.9  54.8  （αo） Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

11）温井川上流 3.2  1.7  2.1  57.7  （αo） Navicula cryptotenella（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

沼田川 12）沼田川上流 2 2.3  1.0  0.7  94.6  （X） Gomphonema biceps（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ） 

13）造賀川 2.5  1.3  0.8  77.4  （βo） Navicula cryptotenella（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

14）宮領川 4.5  1.7  1.4  57.9  （αo） Hippodonta pseudacceptata 

（ｳﾏﾉﾊｹｲｿｳ） 

15）杵原川 3.3  1.4  0.9  62.1  （αo） Hippodonta pseudacceptata 

（ｳﾏﾉﾊｹｲｿｳ） 

16）入野川中流 2 2.6  1.2  0.7  75.7  （βo） Cymbella turgidula（ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ） 

17）椋梨川上流 2.2  1.0  0.5 以下 80.9  （βo） Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

18）沼田川中流 2.3  1.2  0.6  87.0  （X） Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

太田川 19）関川中流 1 2.0  1.1  0.8  51.8  （αo） Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

20）東川 2.3  1.1  0.7  64.0  （αo） Navicula amphiceropsis（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

瀬野川 21）椛坂川 3.1  1.1  0.9  50.2  （αo） Cocconeis placentula（ｺｯｺﾈｲｽ） 

22）瀬野川 2.7  1.1  0.6  71.8  （βo） Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

三津大川 23）三津大川 2.3  1.0  0.5  74.2  （βo） Navicula cryptotenella（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

※1：BOD 値は、広島県ホームページ中の平成 28～30 年度水質等調査結果から引用した。最大値は平成 28～30 年度の 

全値の最大値、平均値は平成 28～30 年度の全値の平均値を示す。 

※2：BOD 値は、「令和 2年度公共用水域水質調査業務」の 11 月分から引用した。 

※3：汚濁階級は x：極貧腐水性、βo：β貧腐水性、αo：α貧腐水性、ββmm  ::  ββ中中腐腐水水性性、αm：α中腐水性、 

p：強腐水性（階級は 6段階だが、底生生物に合わせて 4つに色分けした。） 

※4：主要出現種とは、もっとも多く確認された種 
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図 3-3-1  付着藻類による水質汚濁地図 
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3.4 各地点の調査結果詳細 

各地点での底生生物及び付着藻類の調査結果の詳細を以下に地点ごとに整理した。 

 

調査地点 1)黒瀬川下流 調査日 R2.11.10 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の取水堰直下の早瀬でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は山林と農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 15.9 

 

川幅（ｍ） 15 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大の石まじり砂 

岸辺の状態 右岸：擬岩ブロック護岸 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類とﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”

であった。その他にｵｲｶﾜ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｲｼﾋﾞﾙ科などが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い） 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い） ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾏﾂｶ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ属、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾐｽﾞﾑｼ ｵｲｶﾜ ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Navicula minima（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β中腐水性（β

m）の“きたない水”であった。 

主要出現種 Navicula minima 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β中腐水性（βm） 

 

きたない水 

 

 

■気づきなど 

 特になし。 
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調査地点 2)和泉橋上流 調査日 R2.11.9 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の緩やかな流れの平瀬でﾂﾙﾖｼ、ｸｽﾞなどが生育、周辺は市街地。 

水温（℃） 16.3 

 

川幅（ｍ） 20 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 おそい 

川底の状態 砂 

岸辺の状態 右岸：コンクリート護岸 

左岸：土羽 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼとｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅲの“きたない水”であっ

た。その他にﾄﾞｼﾞｮｳ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ属、ｲｼﾋﾞﾙ科などが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅲ 

水質階級Ⅱ － 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い） きたない水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ（多い） 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾄﾞﾝｺ、ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ属、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ﾐｽﾞﾑｼ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ﾄﾞｼﾞｮｳ ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Navicula minima（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（α

o）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula minima 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

糸状性藻類が多い。 
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調査地点 3)呉・黒瀬境界 調査日 R2.11.10 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の緩やかな流れの平瀬でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は農耕地。 

水温（℃） 14.7 

 

川幅（ｍ） 40 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 30 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類とｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”

であった。その他にｶﾏﾂｶ、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ

（多い） 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ ややきれいな水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾏﾂｶ、ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｽｼﾞｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ属、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ 

その他 ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｶﾏﾂｶ ｽｼﾞｴﾋﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Navicula minima（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β中腐水性（β

m）の“きたない水”であった。 

主要出現種 Navicula minima 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β中腐水性（βm） 

 

きたない水 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 4)竹保川 調査日 R2.11.9 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 13.5 

 

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石まじり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類とﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれい

な水”であった。その他にﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類

（多い）、ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ、ｶﾜﾆﾅ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ、ﾐｽﾞﾑｼ ややきれいな水 

水質階級Ⅳ ｻｶﾏｷｶﾞｲ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾊｸﾞﾄﾛﾝﾎﾞ、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ属、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ｼｵｶ

ﾗﾄﾝﾎﾞ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ｲｼﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類 ﾄﾞﾝｺ ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐

水性（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Achnanthes convergens 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 5)光路川 調査日 R2.11.10 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は農耕地で民家や施設が点在。 

水温（℃） R2.11.10（10：20） 

 

川幅（ｍ） 晴 

生物採取場所 11.5 

生物採取場所の水深（cm） 3 

流速 川の中心 

川底の状態 15 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類とﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”

であった。その他にｶﾜﾑﾂ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｵﾆﾔﾝﾏ、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ﾌﾞﾕ類 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い） 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い） ややきれいな水 

水質階級Ⅳ ｻｶﾏｷｶﾞｲ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｵﾆﾔﾝﾏ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾐｽﾞﾑｼ ｶﾜﾑﾂ ｵﾆﾔﾝﾏ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Navicula minima（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水性（β

o）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula minima 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

カワセミを確認 
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調査地点 6)笹野川 調査日 R2.11.10 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でﾂﾙﾖｼ、ﾀﾃﾞ科が生育、周辺は市街地化が進んでいる。 

水温（℃） R2.11.10（11：10） 

 

川幅（ｍ） 晴 

生物採取場所 15.8 

生物採取場所の水深（cm） 2 

流速 川の中心 

川底の状態 10 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼとｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅳの“とてもきたない水”

であった。その他にﾌﾅ属、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅳ 

水質階級Ⅱ ｶﾜﾆﾅ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い） とてもきたない水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ（多い）、ｻｶﾏｷｶﾞｲ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ﾌﾅ属、ｵｲｶﾜ、ｶﾏﾂｶ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ属、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ﾆｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ

属 

その他 ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ﾐｽﾞﾑｼ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ﾌﾅ属 ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Hippodonta pseudacceptata（ｳﾏﾉﾊｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、

β中腐水性（βm）の“きたない水”であった。 

主要出現種 Hippodonta 

pseudacceptata 

（ｳﾏﾉﾊｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β中腐水性（βo） 

 

きたない水 

 

 

■気づきなど 

 川底は砂が多い。 
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調査地点 7)石ヶ瀬橋上流 調査日 R2.11.9 

■調査地点の状況 

黒瀬川本流の緩やかな流れの平瀬でｽｽｷ、ﾏｺﾓなどが生育、周辺は市街地。 

水温（℃） 15.3 

 

川幅（ｍ） 10 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲、中洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼとｼﾏｲｼﾋﾞﾙが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅲの“きたない水”であった。

その他にｶﾏﾂｶ、ﾊﾌﾞﾀｴﾓﾉｱﾗｶﾞｲ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅲ 

水質階級Ⅱ － 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い）、ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ（多い） きたない水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ、ｻｶﾏｷｶﾞｲ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ｶﾏﾂｶ、ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾊﾌﾞﾀｴﾓﾉｱﾗｶﾞｲ、ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ属、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ 

その他 ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ｲｼﾋﾞﾙ科、ﾋﾗﾀﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ﾐｽﾞﾑｼ ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ ｶﾏﾂｶ ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α中腐水性（α

m）の“とてもきたない水”であった。 

主要出現種 Navicula atomus 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α中腐水性（αm） 

 

とてもきたない水 

 

 

■気づきなど 

川底は砂が多い。 
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調査地点 8)中川 調査日 R2.11.9 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でﾐｿﾞｿﾊﾞ、ﾂﾙﾖｼ、ｸｽﾞなどが生育、周辺は市街地。 

水温（℃） 15.9 

 

川幅（ｍ） 4 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 砂 

岸辺の状態 両岸：土羽+コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼとｻｶﾏｷｶﾞｲが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅲの“きたない水”であった。

その他にｵｲｶﾜ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ﾌﾞﾕ類 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅲ 

水質階級Ⅱ ｶﾜﾆﾅ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ、ﾐｽﾞﾑｼ（多い） きたない水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ、ｻｶﾏｷｶﾞｲ（多い） 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ｶﾏﾂｶ、ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｽｼﾞｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属、

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ﾐｽﾞﾑｼ ｻｶﾏｷｶﾞｲ ｵｲｶﾜ ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Planothidium lanceolatum（ﾌﾄｽｼﾞﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果

は、α貧腐水性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Planothidium 

lanceolatum 

（ﾌﾄｽｼﾞﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 
■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 9)深堂川 調査日 R2.11.6 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流で河床に糸状性藻類が多く生育、周辺は民家が多い。 

水温（℃） 14.4 

 

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 おそい 

川底の状態 こぶし大の石まじり砂 

岸辺の状態 右岸：自然河岸+ホタル護岸 

左岸：ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸+ホタル護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾐｽﾞﾑｼとｼﾏｲｼﾋﾞﾙが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅲの“きたない水”であった。

その他にﾄﾞﾝｺ、ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅲ 

水質階級Ⅱ ｶﾜﾆﾅ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い）、ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ（多い） きたない水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ﾄﾞﾝｺ 

貝類・甲殻類 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ属、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｱﾒﾘｶﾅﾐｳｽﾞﾑｼ、ｲｼﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ﾐｽﾞﾑｼ ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ ﾄﾞﾝｺ ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthidium subhudsonis（ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、

β貧腐水性（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Achnanthidium 

subhudsonis 

（ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

生活排水の流入が多い。 

 

 
生活排水の流入状況 
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調査地点 10)米満川上流 調査日 R2.11.6 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でﾐｿﾞｿﾊﾞ、ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏ、ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 13.6 

 

川幅（ｍ） 5 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石 

岸辺の状態 右岸：コンクリート護岸 

左岸：土羽+コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類とｶﾜﾆﾅ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”

であった。その他にﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ｲｼﾋﾞﾙ科などが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ﾌﾞﾕ類 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ｺｵﾆﾔﾝﾏ、ｶﾜ

ﾆﾅ類（多い） 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ｶﾏﾂｶ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、

ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ｵﾆﾔﾝﾏ、ﾔﾏｻﾅｴ、ｵﾅｶﾞｻﾅｴ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、

ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ｶﾜﾆﾅ類 ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ ｽｼﾞｴﾋﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（α

o）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula atomus 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

セグロセキレイを確認 
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調査地点 11)温井川上流 調査日 R2.11.9 

■調査地点の状況 

黒瀬川の支流でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 16.1 

 

川幅（ｍ） 2 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 ふつう 

川底の状態 砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｶﾜﾆﾅ類とﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であっ

た。その他にﾑｷﾞﾂｸ、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ﾔﾏｻﾅｴ、ｳｼｶﾞｴﾙなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｵﾆﾔﾝﾏ、ｶﾜﾆﾅ類（多い） 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い） ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾑｷﾞﾂｸ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｽｼﾞｴﾋﾞ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ﾔﾏｻﾅｴ、

ｵﾆﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科、ｳｼｶﾞｴﾙ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｶﾜﾆﾅ類 ﾐｽﾞﾑｼ ﾑｷﾞﾂｸ ｳｼｶﾞｴﾙ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種 Navicula cryptotenella（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水

性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula 

cryptotenella 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

川底は砂が多い。 
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調査地点 12)沼田川上流 2 調査日 R2.11.5 

■調査地点の状況 

沼田川本流の上流部でﾂﾙﾖｼ、ｾｷｼｮｳ、ﾀﾃﾞ科などが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 16.1 

 

川幅（ｍ） 2 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 ふつう 

川底の状態 砂 

岸辺の状態 右岸：土羽 

左岸：コンクリート護岸+自然河岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｶﾜｹﾞﾗ類とｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅰの“きれいな水”で

あった。その他にｱｶｻﾞ、ｽｼﾞｴﾋﾞ、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ｱｶﾊﾗｲﾓﾘなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類（多い）、ﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ｻﾜｶﾞﾆ 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅰ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ｺｵﾆﾔﾝﾏ 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ きれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾑｷﾞﾂｸ、ｶﾏﾂｶ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ｱｶｻﾞ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｽｼﾞｴﾋﾞ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、

ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科、ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｶﾜｹﾞﾗ類 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ｱｶｻﾞ ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Gomphonema biceps（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、極貧腐水

性（x）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Gomphonema biceps 

（ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

極貧腐水性（x） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 13)造賀川 調査日 R2.11.5 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 15.1 

 

川幅（ｍ） 4 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石まじり砂 

岸辺の状態 両岸：土羽+蛇カゴ 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類とｶﾜﾆﾅ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”

であった。その他にﾑｷﾞﾂｸ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ｲｼﾋﾞﾙ科などが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ、

ｺｵﾆﾔﾝﾏ、ｶﾜﾆﾅ類（多い） 

水質階級Ⅲ － ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾑｷﾞﾂｸ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ｵﾆﾔﾝﾏ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ﾀﾞﾋﾞ

ﾄﾞｻﾅｴ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ 

その他 ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ｲｼﾋﾞﾙ科 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ｶﾜﾆﾅ類 ﾑｷﾞﾂｸ ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種 Navicula cryptotenella（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水

性（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula 

cryptotenella 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 
■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 14)宮領川 調査日 R2.11.9 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でｽｽｷが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 12.8 

 

川幅（ｍ） 2.5 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類とﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅲの“きたない水”であ

った。その他にﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ﾂﾁｶﾞｴﾙなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類、ｻﾜｶﾞﾆ 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅲ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い） 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い）、ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ きたない水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｵﾆﾔﾝﾏ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ﾂﾁｶﾞｴﾙ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾐｽﾞﾑｼ ﾐﾅﾐﾒﾀﾞｶ ﾂﾁｶﾞｴﾙ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好適応性種の Hippodonta pseudacceptata（ｳﾏﾉﾊｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、

α貧腐水性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

主要 

出現種 

Hippodonta pseudacceptata 

（ｳﾏﾉﾊｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

 特になし。 
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調査地点 15)杵原川 調査日 R2.11.9 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でﾐｿﾞｿﾊﾞ、ｸｻﾖｼ、ｼﾞｭｽﾞﾀﾞﾏなどが生育、周辺は市街地化が進んでいる。 

水温（℃） 14.4 

 

川幅（ｍ） 2 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 10 

流速 ふつう 

川底の状態 小石まじり砂 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類とﾐｽﾞﾑｼが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”

であった。その他にﾇﾏﾁﾁﾌﾞ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾔﾏｻﾅｴ、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ﾌﾞﾕ類 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ｶﾜﾆﾅ類 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ（多い） ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ﾔﾏｻﾅｴ、

ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾐｽﾞﾑｼ ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ ﾔﾏｻﾅｴ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好適応性種の Hippodonta pseudacceptata（ｳﾏﾉﾊｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、

α貧腐水性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

主要 

出現種 

Hippodonta 

pseudacceptata 

（ｳﾏﾉﾊｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 16)入野川中流 2 調査日 R2.11.5 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でﾂﾙﾖｼが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 12.1 

 

川幅（ｍ） 7 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大の石 

岸辺の状態 右岸：土羽+コンクリート護岸 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｶﾜｹﾞﾗ類とｶﾜﾆﾅ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であ

った。その他にｵｲｶﾜ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｵﾅｶﾞｻﾅｴ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類（多い）、ｻﾜｶﾞﾆ 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾜﾆﾅ類

（多い） 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞﾑｼ ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ｶﾏﾂｶ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ｵﾆﾔﾝﾏ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、

ｵﾅｶﾞｻﾅｴ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ﾋｹﾞﾅ

ｶﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｶﾜｹﾞﾗ類 ｶﾜﾆﾅ類 ｵｲｶﾜ ｵﾅｶﾞｻﾅｴ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Cymbella turgidula（ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐

水性（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Cymbella turgidula 

（ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

カワセミを確認 
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調査地点 17)椋梨川上流 調査日 R2.11.5 

■調査地点の状況 

沼田川の支流でｵｵｶﾅﾀﾞﾓ、ﾏｺﾓ、ﾂﾙﾖｼなどが生育、右岸側は山林で左岸側は住宅地。 

水温（℃） 13.6 

 

川幅（ｍ） 5 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大の石 

岸辺の状態 右岸：ホタル護岸 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｵﾆﾔﾝﾏとｶﾜﾆﾅ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であっ

た。その他にｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ﾂﾁｶﾞｴﾙなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類、ﾌﾞﾕ類 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ、ｺｵﾆﾔﾝﾏ（多い）、ｶﾜﾆﾅ類

（多い） ややきれいな水 

水質階級Ⅲ ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ、ﾐｽﾞﾑｼ 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ、ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｷｲﾛｶﾜｶｹﾞﾛｳ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄ

ﾝﾎﾞ、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ｷﾞﾝﾔﾝﾏ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ﾔﾏｻﾅｴ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、

ﾄｳﾖｳｸﾞﾏｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ、ﾎｿﾊﾞﾄﾋﾞｹﾗ、ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 

その他 ｲｼﾋﾞﾙ科、ﾂﾁｶﾞｴﾙ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｺｵﾆﾔﾝﾏ ｶﾜﾆﾅ類 ｱﾌﾞﾗﾎﾞﾃ ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐

水性（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Achnanthes convergens 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

アオサギ、ヌートリア（糞）を確認 

 

 

 

 

 ヌートリアの糞 
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調査地点 18)沼田川中流 調査日 R2.11.5 

■調査地点の状況 

沼田川本流で緩やかな流れの平瀬でﾂﾙﾖｼ、ﾀﾃﾞ科が生育、右岸側は農耕地と工場で左岸側は山林。 

水温（℃） 12.9 

 

川幅（ｍ） 30 

生物採取場所 川の右岸 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 あたま大の石まじり砂 

岸辺の状態 右岸：土羽 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｶﾜｹﾞﾗ類とｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅰの“きれいな水”で

あった。その他にｵｵｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類（多い）、ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ類、ﾍﾋﾞ

ﾄﾝﾎﾞ 

指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅰ 

 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、

ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類 

水質階級Ⅲ － きれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｵｲｶﾜ、ｶﾏﾂｶ、ｵｵｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ、ｷﾞｷﾞ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ｵﾅｶﾞｻﾅ

ｴ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ科 

その他 ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｶﾜｹﾞﾗ類 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ｵｵｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、極貧腐

水性（x）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Achnanthes convergens 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

極貧腐水性（x） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

右岸上流で災害復旧工事実施中 
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調査地点 19)関川中流 1 調査日 R2.11.6 

■調査地点の状況 

太田川水系三篠川の支流で、右岸側は道路と民家で左岸側は山林。 

水温（℃） 14.2 

 

川幅（ｍ） 10 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 30 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石まじり砂 

岸辺の状態 両岸：自然河岸 

 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｶﾜｹﾞﾗ類とｶﾜﾆﾅ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”であ

った。その他にｷﾞｷﾞ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ｵﾅｶﾞｻﾅｴなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｶﾜｹﾞﾗ類（多い） 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類、ｶﾜﾆﾅ類（多い） 

水質階級Ⅲ － ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ｷﾞｷﾞ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ｵﾅｶﾞｻﾅｴ、

ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ﾔﾏｻﾅｴ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ﾎｿﾊﾞ

ﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｶﾜｹﾞﾗ類 ｶﾜﾆﾅ類 ｷﾞｷﾞ ｵﾅｶﾞｻﾅｴ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好汚濁性種の Navicula atomus（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水性（α

o）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula atomus 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

上流部で行われている災害復旧工事の濁りあり。 
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調査地点 20)東川 調査日 R2.11.6 

■調査地点の状況 

関川の支流でﾂﾙﾖｼ、ｽｽｷなどが生育、周辺は農耕地。 

水温（℃） 17.1 

 

川幅（ｍ） 4 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大の石 

岸辺の状態 両岸：コンクリート護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ﾌﾞﾕ類とｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”

であった。その他にﾀｶﾊﾔ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｸｻｶﾞﾒなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ類、ﾌﾞﾕ類（多い） 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ｵｵｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、

ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類、ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ、ｶﾜﾆﾅ類 

水質階級Ⅲ － ややきれいな水 

水質階級Ⅳ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ｵｲｶﾜ、ﾀｶﾊﾔ、ｶﾏﾂｶ、ｷﾞｷﾞ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｵﾅｶﾞｻ

ﾅｴ、ｵﾆﾔﾝﾏ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 ｸｻｶﾞﾒ 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ﾌﾞﾕ類 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾀｶﾊﾔ ｸｻｶﾞﾒ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Navicula amphiceropsis（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐

水性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula 

amphiceropsis 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 21)椛坂川 調査日 R2.11.6 

■調査地点の状況 

瀬野川の支流でﾂﾙﾖｼ、ｾｷｼｮｳなどが生育、周辺は農耕地で民家が点在。 

水温（℃） 14.7 

 

川幅（ｍ） 3 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 右岸：コンクリート護岸+空石護岸 

左岸：コンクリート護岸 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｻﾜｶﾞﾆとｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”

であった。その他にｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ｵｼﾞﾛｻﾅｴ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ｻﾜｶﾞﾆ（多い） 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ｺｵﾆﾔﾝﾏ、ｶﾜ

ﾆﾅ類 

水質階級Ⅲ － ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 － 

水生昆虫類 ｼｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｵｼﾞﾛｻﾅｴ、

ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ、ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属、ｶﾞｶﾞ

ﾝﾎﾞ属、ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属、ﾅｶﾞﾚｱﾌﾞ科 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｻﾜｶﾞﾆ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ﾄﾞﾝｺ ｵｼﾞﾛｻﾅｴ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、広適応性種の Cocconeis placentula（ｺｯｺﾈｲｽ）が多かった。水質判定結果は、α貧腐水

性（αo）の“ややきれいな水”であった。 

主要出現種 Cocconeis placentula 

（ｺｯｺﾈｲｽ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

α貧腐水性（αo） 

 

ややきれいな水 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 22)瀬野川 調査日 R2.11.6 

■調査地点の状況 

瀬野川本流で小さな早瀬が続く、ﾂﾙﾖｼが生育、右岸側は道路で左岸側は工場と山林。 

水温（℃） 15.7 

 

川幅（ｍ） 4 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 20 

流速 はやい 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 右岸：コンクリート護岸 

左岸：土羽 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類とｶﾜﾆﾅ類が多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”

であった。その他にｶﾜﾑﾂ、ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ － 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ類、

ｺｵﾆﾔﾝﾏ、ｶﾜﾆﾅ類（多い） 

水質階級Ⅲ － ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ﾀｶﾊﾔ、ﾄﾞﾝｺ、ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

貝類・甲殻類 ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ、ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ、ﾆﾎﾝｶ

ﾜﾄﾝﾎﾞ、ｵﾅｶﾞｻﾅｴ、ﾔﾏｻﾅｴ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ、ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、

ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ｶﾜﾆﾅ類 ｶﾜﾑﾂ ﾁﾗｶｹﾞﾛｳ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Achnanthes convergens（ﾂﾒｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧腐水性

（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Achnanthes convergens 

（ﾂﾒｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

特になし。 
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調査地点 23)三津大川 調査日 R2.11.10 

■調査地点の状況 

三津大川本流で浅い早瀬と平瀬が続く、ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ、ｸﾚｿﾝなどが生育、周辺は市街地。 

水温（℃） 16.2 

 

川幅（ｍ） 5 

生物採取場所 川の中心 

生物採取場所の水深（cm） 15 

流速 ふつう 

川底の状態 こぶし大～あたま大の石 

岸辺の状態 両岸：練石護岸 

寄洲あり 

 

■底生生物調査結果 

指標生物は、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類とｲｼﾏｷｶﾞｲが多かった。水質判定結果は、水質階級Ⅱの“ややきれいな水”

であった。その他にｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ、ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ｵﾅｶﾞｻﾅｴなどが確認された。 

確認された 

指標生物 

水質階級Ⅰ ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ、ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ 指標生物 

による 

水質判定 

結果 

水質階級Ⅱ 

水質階級Ⅱ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類（多い）、ｲｼﾏｷｶﾞｲ（多

い） 

水質階級Ⅲ － ややきれいな水 

水質階級Ⅳ － 

確認された

その他の水

生動物 

魚類 ｶﾜﾑﾂ、ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ、ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 

貝類・甲殻類 ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ、ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ、ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ 

水生昆虫類 ｺｶｹﾞﾛｳ属、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ｵﾅｶﾞｻﾅｴ、

ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ、ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ 

その他 － 

（注）青字：希少種（RDB 種）、赤字：外来種 

    
ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ類 ｲｼﾏｷｶﾞｲ ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ 

 

■付着藻類調査結果 

 付着藻類は、好清水性種の Navicula cryptotenella（ﾌﾈｹｲｿｳ）が多かった。水質判定結果は、β貧貧

腐水性（βo）の“きれいな水”であった。 

主要出現種 Navicula cryptotenella 

（ﾌﾈｹｲｿｳ） 

 

DAIpo に

よる水質

判定結果 

β貧腐水性（βo） 

 

きれいな水 

 

 

■気づきなど 

海と川を回遊する魚類や甲殻類が多い（シマヨシノボリ、ゴクラクハゼ、ヌマチチブ、ミゾレヌマエ

ビ、テナガエビ、モクズガニなど）。 

上流で行われている災害復旧工事の濁りあり、川底に浮泥が広く堆積 
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４．水生生物調査のまとめ 
 
4.1 底生生物による水質判定結果の経年変化 

底生生物による水質判定結果の経年変化は表 4-1-1 のとおりであり、水系ごとの詳細は次頁のとおり

である。 

黒瀬川水系は一部の地点で水質が悪化した状態が続いており、今後の改善が望まれる。一方、その他

の水系では、ほとんどの地点で平成 17 年度以降、概ね良好な水質が維持されていると考えられる。 

 

表 4-1-1  底生生物による水質判定結果の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02

1 黒瀬川下流 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

2 和泉橋上流 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

3 呉・黒瀬境界 ― ― ― ― ― Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

4 竹保川 ― ― ― ― ― Ⅱ～Ⅲ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

5 光路川 ― ― ― ― ― Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

6 笹野川 ― ― ― ― ― Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

7 石ヶ瀬橋上流 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

8 中川 Ⅲ Ⅲ～Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ～Ⅳ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

9 深堂川 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

10 米満川上流 Ⅲ Ⅲ Ⅰ～Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

11 温井川上流 Ⅰ～Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

12 沼田川上流2 ― ― ― ― ― Ⅰ～Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ

13 造賀川 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

14 宮領川 Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅲ Ⅱ～Ⅳ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ

15 杵原川 Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

16 入野川中流2 Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅰ～Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

17 椋梨川上流 ― ― ― ― ― Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

18 沼田川中流 ― ― ― ― ― Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ

19 関川中流1 ― ― ― ― ― Ⅰ～Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

20 東川 Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

21 椛坂川 ― ― ― ― ― Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

22 瀬野川 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ～Ⅱ Ⅰ～Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

23 三津大川
※3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

旧23 宮崎川
※3 ― ― ― ― ― Ⅳ Ⅳ ―

※2 Ⅲ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

※1：■「Ⅰ」（きれいな水）、■「Ⅱ」（ややきれいな水）、■「Ⅲ」（きたない水）、■「Ⅳ」（とてもきたない水）

※2：指標生物が確認されなかったため、水質判定ができなかった。

※3：平成21年度より、地点23は、宮崎川から三津大川へ調査地点が変更された。

水質判定結果
※1

瀬野川

三津大川

水系 地点/年度

黒瀬川

沼田川

太田川
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＜黒瀬川水系＞ 

黒瀬川水系は市街地を流下する区間が多いため、生活排水などの影響を受けやすい水系である。 

令和 2年度の水質判定結果は、全 11地点のうち 6地点が“ややきれいな水”、4地点が“きたない水”

で、1 地点が“とてもきたない水”あった。令和元年度と比較すると、地点 6、地点 8、地点 10 で水質

判定結果が 1段階悪化した。 

経年的な水質判定結果の推移をみると、地点 3、地点 4、地点 10、地点 11は近年良好な水質が維持さ

れているが、その他の地点はしばしば汚濁状態になっていることから、水系全般における水質改善の取

り組みが望まれる。 

 

＜沼田川水系＞ 

沼田川水系は、沼田川本流の地点 12と地点 18が山間部を流下する区間で、その他の地点は民家が点

在する農耕地や宅地化が進んだエリアを流下する区間である。 

令和 2年度の水質判定結果は、全 7地点のうち 2地点が“きれいな水”、4地点が“ややきれいな水”

で、1地点が“きたない水”あった。令和元年度と比較すると、地点 12は水質判定結果が 1段階向上し

たが、地点 14 は 1段階悪化していた。 

経年的な水質判定結果の推移をみると、地点 14 は調査当初から今年度にかけて時折水質が悪化する

様子がみられるが、その他の地点は、近年、継続して良好な水質が維持されていると考えられる。ただ

し、本水系の周辺では宅地造成等による市街地化が進んでいることから、今後の水質変化について注視

する必要がある。 

 

＜太田川水系＞ 

太田川水系は、地点 19が山間部を流下する区間で、地点 20が農耕地を流下する区間である。 

令和 2年度の水質判定結果は地点 19、地点 20とも“ややきれいな水”で、地点 19は令和元年度より

も水質判定結果が 1段階悪化していた。 

経年的な水質判定結果の推移をみると、地点 19、地点 20 とも近年は汚濁した状態はみられず、良好

な水質が維持されていると考えられる。 

 

＜瀬野川水系＞ 

瀬野川水系は、地点 21、地点 22とも山間部を流下する区間である。 

令和 2 年度の水質判定結果は、地点 21、地点 22 とも“ややきれいな水”で、両地点とも令和元年度

と同じ水質判定結果であった。 

経年的な水質判定結果の推移をみると、地点 21、地点 22 ともこれまでに汚濁した状態はみられず、

良好な水質が維持されていると考えられる。 

 

＜三津大川水系＞ 

三津大川水系の地点 23は、市街地を流下する区間である。 

令和 2年度の水質判定結果は“ややきれいな水”で、令和元年度と同じ水質判定結果であった。 

経年的な水質判定結果の推移をみると、本地点ではこれまでに汚濁した状態はみられず、良好な水質

が維持されていると考えられる。 
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4.2 その他の水生動物の確認状況 

底生生物の調査時に確認されたその他の水生動物の確認状況は、表 4-2-1 のとおりである。表 4-2-1

には、指標生物もあわせて整理した。底生生物調査で確認された水生動物は、貝類、甲殻類、水生昆虫

類、魚類、両生類など計 91 種で、このうち 23種が指標生物であった。また、環境省 RL（レッドリスト）

及び広島県 RDB（レッドデータブック）に掲載されている希少種が 8種確認され、外来種（国外外来種）

が 9種確認された。 

本調査では経年的に非常に多くの種類の水生動物が確認されていることから、東広島市の河川は潜在

的に在来水生動物の多様性が高いと考えられる。しかしながら、河川によっては水質汚濁や河川工事等

による河川環境の単調化、外来種の増殖等の影響により、在来種の生息が脅かされている状況と考えら

れる。このため、今後は在来種がすみやすいような環境改善につながる取り組みを進めていくことが望

まれる。 

なお、今回の調査で確認された希少種と外来種の詳細は、以下のとおりである。 

 

■ 希少種の確認状況 

確認種のうち環境省 RL（レッドリスト）及び広島県 RDB（レッドデータブック）に掲載されている希

少種は、テナガエビ、アブラボテ、ドジョウ、アカザ、ミナミメダカ、ゴクラクハゼ、アカハライモリ、

ニホンイシガメの 8種である。 

このうちミナミメダカは黒瀬川水系と沼田川水系の 4地点で確認され、アブラボテは沼田川水系の地

点 17 で、ドジョウは黒瀬川水系の地点 2 と地点 6 で、アカザとアカハライモリは沼田川水系の地点 12

で確認された。 

また、ゴクラクハゼとテナガエビは三津大川水系の地点 23 で確認され、ニホンイシガメは沼田川水

系の地点 18で確認された。 

 

    

テナガエビ アブラボテ ドジョウ アカザ 

    

ミナミメダカ ゴクラクハゼ アカハライモリ ニホンイシガメ 

現地調査で確認された希少種 
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■ 外来種の確認状況 

確認種のうち外来種（国外外来種）は、アメリカナミウズムシ、アメリカツノウズムシ、ハブタエモ

ノアラガイ、サカマキガイ、タイワンシジミ、フロリダマミズヨコエビ、アメリカザリガニ、ウシガエ

ル、クサガメの 9種である。 

このうち、タイワンシジミは黒瀬川水系、沼田川水系、太田川水系の広い範囲で確認されたが、他の

外来種は黒瀬川水系で確認されることが多く、市街地化の進んだエリアで人為によって侵入している可

能性が高いと考えられる。なお、確認された外来種のうちウシガエルは外来生物法（特定外来生物によ

る生態系等に係わる被害の防止に関する法律）において特定外来生物に指定されている種であり、食害

等による在来種への影響が懸念される。 

 

 

   

アメリカナミウズムシ アメリカツノウズムシ ハブタエモノアラガイ 

   

サカマキガイ タイワンシジミ フロリダマミズヨコエビ 

   

アメリカザリガニ ウシガエル クサガメ 

現地調査で確認された外来種 
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表 4-2-1  水生動物確認種一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和名 学名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 環境省RL 広島県RDB

1 扁形動物門 渦虫綱 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科 ナミウズムシ Dugesia japonica ● 水質階級Ⅰ

2 アメリカナミウズムシ Girardia tigrina ● ● ● ● ● ○
3 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala ● ● ● ● ● ● ● ● ○
4 軟体動物門 腹足綱 アマオブネガイ目 アマオブネガイ科 イシマキガイ Clithon retropicta ● 水質階級Ⅱ

5 新生腹足目 カワニナ科 カワニナ Semisulcospira libertina ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅱ

6 チリメンカワニナ Semisulcospira reiniana ● 水質階級Ⅱ

7 汎有肺目 モノアラガイ科 ハブタエモノアラガイ Pseudosuccinea columella ● ○
8 サカマキガイ科 サカマキガイ Physa acuta ● ● ● ● 水質階級Ⅳ ○
9 二枚貝綱 マルスダレガイ目 シジミ科 タイワンシジミ Corbicula fluminea fluminea ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○
10 環形動物門 ヒル綱 吻蛭目 ヒラタビル科 ヒラタビル科 Glossiphoniidae ●
11 吻無蛭目 イシビル科 シマイシビル Dina lineata ● ● ● 水質階級Ⅲ

12 イシビル科 Erpobdellidae ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
13 節足動物門 軟甲綱 ヨコエビ目 マミズヨコエビ科 フロリダマミズヨコエビ Crangonyx floridanus ● ● ● ○
14 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅲ

15 エビ目 ヌマエビ科 ミゾレヌマエビ Caridina leucosticta ●
16 カワリヌマエビ属 Neocaridina sp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
17 テナガエビ科 テナガエビ Macrobrachium nipponense ● 要注意種
18 スジエビ Palaemon paucidens ● ● ● ● ● ●
19 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅳ ○
20 サワガニ科 サワガニ Geothelphusa dehaani ● ● ● ● 水質階級Ⅰ

21 モクズガニ科 モクズガニ Eriocheir japonica ● ●
22 昆虫綱 カゲロウ目 カワカゲロウ科 キイロカワカゲロウ Potamanthus formosus ●
23 マダラカゲロウ科 アカマダラカゲロウ Teleganopsis punctisetae ● ●
24 コカゲロウ科 ミジカオフタバコカゲロウ Acentrella sibirica ●
25 フタバコカゲロウ Baetiella japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ●
26 コカゲロウ属 Baetis spp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
27 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
28 チラカゲロウ科 チラカゲロウ Isonychia japonica ● ● ● ● ●
29 モンカゲロウ科 フタスジモンカゲロウ Ephemera japonica ●
30 モンカゲロウ Ephemera strigata ● ● ● ● ● ●
31 トンボ目 イトトンボ科 アオモンイトトンボ属 Ischnura sp. ● ● ● ● ● ● ●
32 カワトンボ科 ハグロトンボ Calopteryx atrata ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
33 ニホンカワトンボ Mnais costalis ● ● ● ● ● ● ● ●
34 ヤンマ科 ギンヤンマ Anax parthenope julius ● ● ●
35 コシボソヤンマ Boyeria maclachlani ● ● ● ● ● ●
36 サナエトンボ科 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops ● ● ● ● ● ●
37 ダビドサナエ Davidius nanus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
38 オナガサナエ Onychogomphus viridicostus ● ● ● ● ● ● ● ●
39 コオニヤンマ Sieboldius albardae ● ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅱ

40 オジロサナエ Stylogomphus suzukii ●
41 オニヤンマ科 オニヤンマ Anotogaster sieboldii ● ● ● ● ● ● ●
42 エゾトンボ科 コヤマトンボ Macromia amphigena amphigena ● ● ● ● ● ●
43 トンボ科 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
44 カワゲラ目 オナシカワゲラ科 オナシカワゲラ属 Nemoura sp. ● 水質階級Ⅰ

45 カワゲラ科 フタツメカワゲラ属 Neoperla sp. ● ● ● ● ● 水質階級Ⅰ

46 クラカケカワゲラ属 Paragnetina sp. ● ● 水質階級Ⅰ

47 カメムシ目 タイコウチ科 ミズカマキリ Ranatra chinensis ● ● ● ● 水質階級Ⅲ

48 ヘビトンボ目 ヘビトンボ科 ヘビトンボ Protohermes grandis ● ● 水質階級Ⅰ

49 トビケラ目 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ属 Cheumatopsyche sp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅱ

50 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
51 オオシマトビケラ Macrostemum radiatum ● ● ● ● 水質階級Ⅱ

52 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ● ● ● ● ● ●
53 ヤマトビケラ科 ヤマトビケラ属 Glossosoma sp. ● 水質階級Ⅰ

54 ナガレトビケラ科 ムナグロナガレトビケラ Rhyacophila nigrocephala ● ● 水質階級Ⅰ

55 ニンギョウトビケラ科 ニンギョウトビケラ Goera japonica ● ● ● ● ● ● ● ●
56 カクツツトビケラ科 カクツツトビケラ属 Lepidostoma sp. ● ●
57 ヒゲナガトビケラ科 アオヒゲナガトビケラ属 Mystacides sp. ●
58 ホソバトビケラ科 ホソバトビケラ Molanna moesta ● ●
59 ケトビケラ科 トウヨウグマガトビケラ Gumaga orientalis ●
60 ハエ目 ヒメガガンボ科 ウスバガガンボ属 Antocha sp. ●
61 ヒゲナガガガンボ属 Hexatoma sp. ● ●
62 ガガンボ科 ガガンボ属 Tipula sp. ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
63 ブユ科 アシマダラブユ属 Simulium sp. ● ● ● ● ● ● 水質階級Ⅰ

64 ナガレアブ科 ナガレアブ科 Athericidae ●
65 コウチュウ目 ヒメドロムシ科 ヒメドロムシ科 Elmidae ● ●
66 ヒラタドロムシ科 クシヒゲマルヒラタドロムシ属 Eubrianax sp. ● 水質階級Ⅱ

67 ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus ● ● ● ● 水質階級Ⅱ

68 ホタル科 ゲンジボタル Luciola cruciata ● ● ● ● 水質階級Ⅱ

69 脊椎動物門 硬骨魚綱 コイ目 コイ科 フナ属 Carassius sp. ●
70 アブラボテ Tanakia limbata ● 準絶滅危惧 準絶滅危惧

71 オイカワ Zacco platypus ● ● ● ● ● ● ● ● ●
72 カワムツ Nipponocypris temminckii ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
73 タカハヤ Phoxinus oxycephalus jouyi ● ●
74 ムギツク Pungtungia herzi ● ● ●
75 カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
76 ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ● ● 準絶滅危惧

77 オオシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type A ●
78 ナマズ目 ギギ科 ギギ Tachysurus nudiceps ● ● ●
79 アカザ科 アカザ Liobagrus reinii ● 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧

80 ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ Oryzias latipes ● ● ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧

81 スズキ目 ドンコ科 ドンコ Odontobutis obscura ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
82 ハゼ科 カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
83 シマヨシノボリ Rhinogobius nagoyae ●
84 ゴクラクハゼ Rhinogobius similis ● 準絶滅危惧

85 トウヨシノボリ Rhinogobius sp.OR ● ● ●
86 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis ● ●
87 両生綱 有尾目 イモリ科 アカハライモリ Cynops pyrrhogaster ● 準絶滅危惧 準絶滅危惧

88 無尾目 アカガエル科 ウシガエル Lithobates catesbeianus ● ○
89 ツチガエル Rana rugosa ● ●
90 爬虫綱 カメ目 イシガメ科 ニホンイシガメ Mauremys japonica ● 準絶滅危惧 準絶滅危惧
91 クサガメ Mauremys reevesii ● ○

12 17 16 18 18 19 21 21 13 28 19 25 23 16 23 25 31 24 22 29 21 23 20 23 6 7 9
（備考） 環境省RL：「環境省レッドリスト2020 の公表について」環境省報道発表資料(環境省　2020）

広島県RDB：広島県の絶滅のおそれのある野生生物（第3版）、レッドデータブックひろしま2011（広島県　2012）

目名 科名 調査地点番号 RDB等の指定状況 外来生物水質指標

種数合計

種名No. 門名 綱名
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4.3 水生生物による水質判定法と日本版平均スコア法による水質判定結果の比較 

平成 30 年度、令和元年度に引き続き、今年度調査では、底生生物を対象とした「水生生物による水

質判定法」（本業務過年度調査で採用している従来法）に加えて、「日本版平均スコア法」による水質判

定をあわせて行った。日本版平均スコア法による地点ごとの判定結果の詳細は、資料編の日本版平均ス

コア法の野帳（水生生物を用いた水質評価手法野帳）のとおりであり、両手法の判定結果を比較すると

表 4-3-1 のようになる。 

これによると、「水生生物による水質判定法」で“きれいな水～ややきれいな水”と判定された地点

は、「日本版平均スコア法」では“とても良好～良好～やや良好”と判定され、水質判定結果の階級は両

手法で類似の階級となる傾向がうかがえた。一方、「水生生物による水質判定法」で“きたない水”と判

定された地点は、「日本版平均スコア法」では“良好～やや良好～良好とはいえない”と判定され、また、

「水生生物による水質判定法」で“とてもきたない水”と判定された地点は、「日本版平均スコア法」で

は“やや良好”と判定されており、両手法で水質判定結果が異なる階級となる場合がみられた。 

なお、「水生生物による水質判定法」は特定の指標生物の在・不在と個体数の多少で評価する仕組み

だが、対象生物の種類数が少ないことから、調査時期や出水等の影響による一時的な不在や減少が判定

結果に大きく左右すると考えられる。一方、「日本版平均スコア法」は底生生物全般を対象に科レベルで

在・不在によって評価する仕組みであり、対象生物の種類数も多いため、上記のような判定結果のブレ

は少ないと考えられる。 

 

表 4-3-1  水生生物による水質判定法と日本版平均スコア法の水質判定結果の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質階級 水質判定結果 平均スコア値 水質の良好性
1 黒瀬川下流 Ⅱ ややきれいな水 5.7 やや良好
2 和泉橋上流 Ⅲ きたない水 4.8 良好とはいえない
3 呉・黒瀬境界 Ⅱ ややきれいな水 5.5 やや良好
4 竹保川 Ⅱ ややきれいな水 6.3 良好
5 光路川 Ⅱ ややきれいな水 5.1 やや良好
6 笹野川 Ⅳ とてもきたない水 5.4 やや良好
7 石ヶ瀬橋上流 Ⅲ きたない水 4.6 良好とはいえない
8 中川 Ⅲ きたない水 6.0 良好
9 深堂川 Ⅲ きたない水 5.3 やや良好
10 米満川上流 Ⅱ ややきれいな水 5.9 やや良好
11 温井川上流 Ⅱ ややきれいな水 5.4 やや良好
12 沼田川上流2 Ⅰ きれいな水 7.4 良好
13 造賀川 Ⅱ ややきれいな水 6.3 良好
14 宮領川 Ⅲ きたない水 5.3 やや良好
15 杵原川 Ⅱ ややきれいな水 6.4 良好
16 入野川中流2 Ⅱ ややきれいな水 6.9 良好
17 椋梨川上流 Ⅱ ややきれいな水 6.8 良好
18 沼田川中流 Ⅰ きれいな水 8.0 とても良好
19 関川中流1 Ⅱ ややきれいな水 7.8 とても良好
20 東川 Ⅱ ややきれいな水 7.3 良好
21 椛坂川 Ⅱ ややきれいな水 8.3 とても良好
22 瀬野川 Ⅱ ややきれいな水 7.4 良好
23 三津大川 Ⅱ ややきれいな水 7.6 とても良好

日本版平均スコア法における平均スコア階級

5.0未満 良好とはいえない

平均スコアの範囲 河川水質の良好性
7.5以上 とても良好

6.0以上　7.5未満 良好

川の生きものを調べよう
（水生生物による水質判定）No. 地点名

日本版平均スコア法

5.0以上　6.0未満 やや良好
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4.4 河川環境の改善に向けた提案 

今回の調査及び過年度の調査結果もとに東広島市の河川環境についてみると、市街地周辺を中心に水

質が汚濁傾向にある河川がみられることが課題と考えられ、今年度は少なかったものの、例年、ゴミの

投棄や放置が確認されることも課題と考えられる。また、水生動物の生息状況をみると、特に黒瀬川水

系において外来種が多く出現しており、在来種に対する食害や生息場所の競合等の影響が懸念される。 

これらの課題のうちゴミの投棄と外来種問題については、市民の活動に起因するところも大きいため、

対策として、市民の環境保全意識を高めるための啓発活動が有効と考えられる。以下に、市民の環境保

全意識の向上を図る手法について整理した。 

 

＜ゴミ拾い活動の実施＞ 

過年度調査では、黒瀬川の市街地周辺において生活ゴミがしばしば多く確認されており、ゴミの一部

は、不法に投棄された可能性が考えられる。西条地区は清い水が湧く酒どころとして有名であり、元来

は清澄な水質で川は市民の身近な存在であったと思われるが、近年は市民と川との接点が少なくなって

関心が薄れたため、ゴミの投棄や放置につながっていると考えられる。 

このような状況を改善するには、市民が川に接する機会を増やし、河川環境に関心を持ってもらうこ

とが重要と考えられ、市民参加によるゴミ拾い活動が有効な対策と考えられる。このような活動を定期

的に継続して行えば、市民の河川環境への関心が高まり、ゴミ投棄の抑制につながると考えられる。 

 

＜外来種の啓蒙活動につながる生きもの観察会の実施＞ 

東広島市の河川で確認される外来種の多くは、ペット等の飼育個体の放流や熱帯魚用の外来水草に付

着していたものが水草の投棄とともに移出した可能性が高いと考えられる。 

これに対しては、外来種が多い河川で生きもの観察会を開催し、市民に外来種の生息実態を体感して

いただいた上で、外来種の種類や在来種に対する影響等を認知していただくことが有効と考えられる。

また、令和元年度業務で作成された「東広島市川の生きもの図鑑」の外来種編等を市内の小中学校や公

共施設等への配布することにより、地元の外来種に対する問題意識を高めることも効果的と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴミ拾い活動 生きもの観察会 

 

 

 


